
「もんじゅ安全性調査検討専門委員会」

第12回委員会

ＯＨＰ集

県民意見の検討項目について
(サイクル機構に対する意見)

平成14年10月22日

核燃料サイクル開発機構

参考資料 2



1

第１画面 第２画面

県民意見の検討項目について
（サイクル機構に対する意見）

「もんじゅ安全性調査検討委員会」

第１２回委員会

平成１４年１０月２２日

核燃料サイクル開発機構

意識改革の推進

○ ナトリウム漏えい事故の発生とその後の不適切な対応
○ 通 報 連 絡 の 遅 れ
○ 不 適 切 な 報 告

意 識 改 革

反 省

情 報 公 開

○ 社会に開かれた組織
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第１画面 第２画面

意識改革の推進

○ サイクル機構行動憲章の制定

○ 外部派遣研修

○ 意識改革講演会

○ 危機管理教育

○「安全第一の行動」

○「誤りは勇気をもって正す｣

○「正確、迅速な情報発信」

○「地域の一員としての活動」など１０箇条

サイクル機構行動憲章

核燃料サイクル開発機構の
役職員一人ひとりがとるべき行動の指針
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第１画面 第２画面

意識改革の推進

○ サイクル機構行動憲章の制定

○ 外部派遣研修

○ 意識改革講演会

○ 危機管理教育

外部派遣研修

○ 職場の安全管理、業務管理、お客様への対応等について実際に体験

○ 民間企業が有する厳しい経営感覚を肌で感じ取り、
社会との意識の乖離を少しでも無くす

意識改革講演会

○ 地元や各界の有識者の経験談を踏まえた、
安全や組織作り等について 講演

○ 民間の豊富な経験の取り入れ

管理職を外部民間企業へ派遣研修

地元や各界の有識者を招いての講演会

○ 外部から見たサイクル機構の認識

○ サイクル機構への意見や期待について
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第１画面 第２画面

意識改革の推進

○ サイクル機構行動憲章の制定

○ 外部派遣研修

○ 意識改革講演会

○ 危機管理教育

外部派遣研修

○ 職場の安全管理、業務管理、お客様への対応等について実際に体験

○ 民間企業が有する厳しい経営感覚を肌で感じ取り、
社会との意識の乖離を少しでも無くす

意識改革講演会

○ 地元や各界の有識者の経験談を踏まえた、
安全や組織作り等について 講演

○ 民間の豊富な経験の取り入れ

管理職を外部民間企業へ派遣研修

地元や各界の有識者を招いての講演会

○ 外部から見たサイクル機構の認識

○ サイクル機構への意見や期待について
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第１画面 第２画面

意識改革の推進

○ サイクル機構行動憲章の制定

○ 外部派遣研修

○ 意識改革講演会

○ 危機管理教育

危機管理教育

○管理監督者研修
・リスクの存在
・サイクル機構の危機管理
・危機管理の応用 等
○一般職研修
・サイクル作成のVTR等使用
・｢もんじゅ｣事故を再認識
・危機管理の重要性を研修
○VTR研修
・全職員を対象
・危機管理教育用VTR使用
○危機管理マネージャー研修
・実戦的危機管理のリーダ養成

外部専門家からの指導助言

○労働安全
・全社講演
・事業所での安全教育・指導・助言
・安全診断士による現場の確認・評価
○消防
・現場の視察
・消防設備、防火体制等についての
点検・確認・指導

○プラント安全
・化学物資の安全管理
○一般安全
・技術士による技術者の倫理教育

通報連絡の重要性の意識喚起

○電力会社での通報連絡改善取組事例講演
○役員/職員の通報連絡に関する懇談
○通報連絡に関する意識調査と改善のためのグループ討議の実施

危機管理教育等
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第１画面 第２画面

情報公開への取り組み

○ 法に従った情報公開

○ 情報公開の場の充実

○ 情報公開ツールの高度化

○ わかり易い情報の速やかな提供

○ 情報公開指針による情報公開への
取り組み（平成9年4月）

○ 独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律に
による情報公開 （「情報公開法」：平成14年10月1日に施行）

「法人文書」：公開請求に対し、原則として開示義務

法に従った情報公開
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第１画面 第２画面

情報公開への取り組み

○ 法に従った情報公開

○ 情報公開の場の充実

○ 情報公開ツールの高度化

○ わかり易い情報の速やかな提供

情報公開の場の充実

○ インフォメーションルームの開設

敦賀、東京、東海、大洗
東濃、人形峠、幌延、

○ もんじゅ施設及びナトリウム取扱研修施設の公開

・事業計画
・研究開発成果報告書
・許認可申請書類
・各種報告会/委員会資料 等

公開資料



8

第１画面 第２画面

情報公開への取り組み

○ 法に従った情報公開

○ 情報公開の場の充実

○ 情報公開ツールの高度化

○ わかり易い情報の速やかな提供

情報公開ツールの高度化

○ 情報ボックスの設置

○ 情報公開閲覧システムの整備

ＦＡＸを用いて情報を取り出せる（無料）システム

○ インターネット ホームページよる情報公開
http://www.jnc.go.jp/

電子ファイルによる情報閲覧
各インフォメーションルームに設置

・研究開発成果報告書抄録 ・サイクル機構技報 ・プレス文 等



9

第１画面 第２画面

情報公開への取り組み

○ 法に従った情報公開

○ 情報公開の場の充実

○ 情報公開ツールの高度化

○ わかり易い情報の速やかな提供

福井県環境テレメータシステムへの情報提供
環境モニタリング情報
・モニタリングポスト環境放射線情報
・モニタリングステーション環境放射線情報
プラント運転情報
・電気出力
・排水口モニタリングデータ
・排気筒モニタリングデータ
（原子炉出力の情報提供も今後実施）

環境モニタリング情報についてはサイクル機構のホームページで公開

わかり易い情報の速やかな提供

○ 環境モニタリング情報及びプラント運転情報の提供

○ 報道対応

｢もんじゅ｣｢ふげん｣の状況を含め敦賀本部全体の情報を週に１回プレス発表
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第１画面 第２画面

理解促進運動への取組み

１ 福井県下３５市町村説明会

２ 敦賀市内の全戸訪問対話

３ もんじゅ見学会

４ サイクルミーティング

５ 敦賀フォーラム等の開催

７年 平成８年 平成９年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年

12/8もんじゅ事故 原因究明結果報告 総点検報告書提出

原因究明 安全総点検・再発防止対策 安全審査準備

12/8事前了解願い提出

県知事宛文書 原子力委員会決定 11/24原子力
長計決定

サイクル機構発足 もんじゅ訴訟（3/22）

原子力政策円卓会議 高速増殖炉懇談会 新原子力政策円卓会議 原子力長期計画見直し

動燃改革

事故概要と対応状況の説明 原因究明結果の説明 総点検とりまとめの説明

10/11～10/30
原子力長計案と｢もんじゅ｣の今後説明会

もんじゅ見学者
５万人達成（5/21）

とりまとめ

原子力委員会8/22（案）

第１回
敦賀
ﾌｫｰﾗﾑ

(11/17) (5/30) (7/8)(5/13.14) (11/9.10)

第２回
敦賀
ﾌｫｰﾗﾑ

発足記念
ﾌｫｰﾗﾑ

第１回敦賀
国際ﾌｫｰﾗﾑ

(11/11) (3/6)

もんじゅ
ｻﾏｰ
ﾌｪｽﾀ

第１回
福井
ﾌｫｰﾗﾑ

第２回敦賀
国際ｴﾈﾙｷﾞｰ
ﾌｫｰﾗﾑ

6/5 設置変更許可申請了解
6/6 設置変更許可申請

安全審査

6/29設工認変更申請

県内３５市町村議会、行政への訪問

総点検結果等の３５市町村
首長への訪問対話

地域のイメージアップ活動

友の会(敦賀、美浜、福井） 懇話会(敦賀、福井）

もんじゅ見学会

３５市町村首長への訪問対話

敦賀市内地区別説明会

敦賀市内区長等への訪問対話

県内３５市町村での説明会

県内1万人
達成

ふげん
見学会開始

もんじゅ見学者
３万人達成

もんじゅ見学者
４万人達成

（第２期）（第１期） （第３期）モニター活動

(11/28)

第２回
福井
ﾌｫｰﾗﾑ

もんじゅ安全性調査検討専門委員会

第１回
（8/1）

第３回
敦賀
ﾌｫｰﾗﾑ

(3/8)

理解促進活動の展開

(4/25.26)

第３回敦賀
国際ｴﾈﾙｷﾞｰ
ﾌｫｰﾗﾑ

もんじゅ見学者
６万人達成（5/16）

さいくるミーティング

15年以降

5/8設置変更許可
申請２次審査

第７回
（4/16）
中間とりまとめ

（第４期） （第５期） （第６期）
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第１画面 第２画面

福井県下３５市町村説明会

福井市 敦賀市

敦賀市内の全戸訪問対話
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第１画面 第２画面

もんじゅ見学会
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第１画面 第２画面

敦賀フォーラムの開催

平成１４年３月８日開催 「敦賀フォーラム」

敦賀まつり


